
平成 14年 10月 29日 
 
報道関係 各位 
 

2003 iEARN国際会議 in Japan 運営委員会 
グローバルプロジェクト推進機構（JEARN） 

 
 

第 1回大会組織委員会の開催と、Edwin Gragert の来日について 

 
 平素は、我々の活動に過大なるご支援とご協力を頂き、厚く御礼申し上げます。 
 早速ですが、平成 14年 11月 5日に、iEARN国際会議の第 1回大会組織委員会を開催する運
びとなりましたので、ご案内申し上げます。 
またこの前後に、iEARN-USAの専務理事 Edwin, H, Gragert（エドウィン･H･グラガード）
が来日し、兵庫県知事への表敬訪問をはじめ、さまざまな関連イベントを予定しています。Edwin, 
H, Gragertは、毎年の国際会議で運営アドバイザーを務めており、今回の来日も、来年度国際会
議の企画進捗状況確認が主な目的です。こちらもあわせてご連絡します。 
今後とも、変わらぬご支援、ご協力をお願い申し上げます。 

 
記 

1、第 1回大会組織委員会について 
   日時：平成 14年 11月 5日 15：30から 
   場所：関西学院大学神戸三田キャンパス 第 1会議室 
   内容：国際会議の成功に向け、会議の概要につき審議する。 
    （注）その他概要は、別紙 1 11月 5日予定表をご覧ください。 
 
2、Edwin, H, Gragert 来日について 
   主要日程 
（1） JEARN関西セミナー講演（11月 4日） 
（2） 兵庫県知事表敬訪問（11月 5日） 
（3） 第 1回大会組織委員会オブザーバー参加（11月 5日） 
（4） 関西学院大学にて講演会（11月 6日） 
  （注）これらの詳細は、別紙 2 Edwin Gragert 来日スケジュール表を 
     Edwin Gragert の経歴は別紙 3をご参照ください。 

以上 
この件のお問合せ先 
2003 iEARN国際会議 in Japan 三田事務所 
事務局長 佐藤 等史 まで 
Tel & Fax 0795-60-6001 e-mail info@2003japan.jp
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（別紙１）                                 2002/10/29 

 11月 5日行事予定  

2003 iEARN国際会議 in Japan 
運営委員会事務局長 佐藤 等史 

 
１、大会組織委員会  
時 間：１５：３０－１６：００ 
場 所：（三田会場）関西学院大学神戸三田キャンパス 
    （東京会場）調整中 
目 的：国際会議の成功に向け、会議の概要につき審議する。 
審議事項：大会組織委員会規約 
     大会事業概要書 
タイムスケジュール： 
    １５：００  テレビ会議（ISDN回線）関学―東京 接続 
    １５：３０  大会組織委員会 開始 
             開会の言葉（赤堀） 
             参加者紹介（高木） 
             規約説明・承認（高木） 
             事業概要説明・承認（高木） 
    １６：００  大会組織委員会 終了 
           Edwin Gragert 挨拶 
    １６：１０  マスコミとの会見（写真撮影） 
    １６：３０  テレビ会議 関学－東京 切断  解散 
 参加者（敬称略）： 

高木 洋子 グローバルプロジェクト推進機構代表 
岡田 義弘 三田市長 
平松 一夫  関西学院大学学長 
横内 一浩 三菱電機（株）三田製作所所長 
北 幸博 （株）ケイ・オプティコム 通信設備サービス事業部 

            光ファイバサービスグループ部長 
Edwin, H, Gragert  iEARN-USA Director （オブザーバー） 
植田 泰史 2003 iEARN国際会議 運営委員長（オブザーバー、書記） 

（東京からテレビ会議システムを活用して参加） 
赤堀 侃司   日本教育工学協会（JAET）会長、東京工業大学教授 
関口 一郎  （社）日本教育工学振興会（JAPET）常務理事 
戸崎 雄一  （財）マルチメディア振興センター 専務理事       

（欠席） 
遠山 耕平  独立行政法人教員研修センター 理事長 
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２、大会委員会 
時 間：１６：３０－１７：００ 
場 所：関西学院大学神戸三田キャンパス 
目 的：大会組織委員会の決定を受け、今後の方針を確認する。 
審議事項：大会組織委員会結果報告 
     今後の方針（高木から説明、承認は取りません。） 
タイムスケジュール： 
    １６：３０ 大会委員会 開始 
             開会の言葉（高木） 
             大会組織委員会の報告（植田） 
             今後の方針説明（高木） 
    １７：００  大会委員会 終了 
 参加者（敬称略）： 
高木 洋子 グローバルプロジェクト推進機構 代表 
畑井 克彦 グローバルプロジェクト推進機構 理事 
納谷 淑恵 グローバルプロジェクト推進機構 理事 
西田 孝夫 三田市 企画財政部 部長 
水船 正和 三田市教育委員会 教育指導部 部長 
田中 良宣 学校法人関西学院 神戸三田キャンパス事務室 室長 
植田 泰史 グローバルプロジェクト推進機構 理事 

  
 

 
 

以上 
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（別紙 2）          Edwin, H Gragert 来日スケジュール表 

 行程 スケジュール 行事責任者 宿泊ホテル 

10/30（水） 成田→宇都宮 
 

成田 14：25着（Delta55便）  ホテル東日本 
宇都宮 

10/31（木） 宇都宮 JAET全国大会 懇親会にて挨拶（宇都宮） 
この行事について詳しくは：http://et.mine.utsunomiya-u.ac.jp/JAET/ 

 ホテル東日本 
宇都宮 

11/1（金） 宇都宮→東京 
→高槻 

JAET全国大会 分科会発表（15：00－16：00） 
NECA情報教育イブニングセミナー訪問（18：30－20：15日本 IBM本社） 
この行事について詳しくは：http://www.neca.gr.jp/news/seminer_info.html 

 京都ホテル 
高槻 

 

11/2（土） 高槻→三田 
 

運営委員会（13：00－15：00 iEARN三田事務所） 
ドリームチームミーティング（15：00－17：00 iEARN三田事務所） 

植田 
植田 

マイカルボーレ

三田 

11/3（日） 三田 休養日  神戸三田 
新阪急ホテル 

11/4（月） 三田→吹田 
→三田 

 

JEARN関西セミナー 
（9：30－15：00 インターメディウム研究所レクチャールーム） 
この行事について詳しくは：http://www2.jearn.jp/fs/321/event1018.doc 

村上 神戸三田 
新阪急ホテル 

11/5（火） 三田→神戸 
→三田 

兵庫県知事表敬訪問（10：30兵庫県庁） 
第 1回大会組織委員会（15：30－16：30関西学院大学神戸三田ｷｬﾝﾊﾟｽ） 

 
佐藤 

神戸三田 
新阪急ホテル 

11/6（水） 
 

三田 公開講演会（14：55－16：25関西学院大学神戸三田ｷｬﾝﾊﾟｽ） 
教員研究会（16：30－18：00関西学院大学神戸三田ｷｬﾝﾊﾟｽ）※非公開 

 神戸三田 
新阪急ホテル 

11/7（木） 三田→関空 関空 16：50発（Delta7124便） 
 

  

 全般の問合せ先：高槻事務所 tel 0726-88-3415 fax 0726-80-2115 e-mail office@jearn.jp 

                  三田事務所 tel & fax 0795-60-6001       e-mail info@2003japan.jp 

 4

http://et.mine.utsunomiya-u.ac.jp/JAET/
http://www.neca.gr.jp/news/seminer_info.html
http://www2.jearn.jp/fs/321/event1018.doc
mailto:office@jearn.jp
mailto:info@2003japan.jp


（別紙 3） 
 
Edwin, H, Gragert （エドウィン・Ｈ・グラガード） 履歴 
  
現在： 
iEARN -  USA 専務理事 1993年 6月～現在に至る 
  グローバル遠距離通信の全体的管理 
  ネットワーキングを通しての新しい教育の異文化交流モデルの構築 
  米国教育省 及び、その他の行政機関との交渉 
  他国への遠距離通信技術促進の支援 
  人事全般 
  資金集めと予算管理 
  国際会議を含む様々な会議の調整 
 
職歴： 
 コーペンファミリー財団 1990年 6月 – 1993年 7月 
  遠隔通信技術を用いた異文化教育モデルの構築 
  財団基金運営に関する業務全般 
  プロジェクト決定、評価、監督など 
ICYE ／ボランティア・イクスチェンジ・インターナショナル 1979年 7月 – 1990年 6月 
  国際ユース交換プログラム専務 
  25ヶ国への短期,長期の高校生,大学生の留学及びボランティ派遣プログラムに従事 
  全体的なプログラム管理 
  体験学習プログラムの企画運営 
米国下院、1978年調査官 
  外交委員会 (International Relations Committee) によって行われた合衆国と大韓民国の 
関係についての調査最終の報告 (Final Report) の主要な部分を作成 

 
 学歴：  
  コロンビア大学、Ph.D、1982 、日本史 
コロンビア大学、MA、1976、韓国史 
ワシントン大学、BA、1971、日本の政治学 

  
出版物： 多数の論文、本 
  植民地の統治下の地主：韓国における日本体験、コロンビア大学／ハワイ大学、1995 
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